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Web：http://chubu.esdcenter.jp
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パートナーシップオフィス
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メルマガ：「そらいろ通信」～EPO-Chubuメールマガジン～
　　　　　…毎月第２火曜日配信

EPO中部は
中部７県（富山県、石川県、福井県、長野
県、愛知県、岐阜県、三重県）において、
地域の皆さんが取り組む協働による地
域循環共生圏づくりやローカルSDGs
実践を支援しています。

SDGs達成に向けて
EPO中部と中部地方ESD活動支
援センターは、2030年のSDGs達
成を目指し、中部エリアの地域活
動者の皆さんや自治体などの支
援に取り組んでまいります。

協働取組を構築・促進する中核的な担い手として、環境教育等促
進法に基づき、環境省が全国に設置した施設・組織です。

EPO；環境パートナーシップオフィスとは

中部エリアにおけるESD活動の推進・
支援を担っており、「地域ESD活動推
進拠点（地域ESD拠点）」の登録団体
の皆さんと連携してESDの支援・推
進に取り組んでいます。

中部地方ESD活動支援センターは

Education for Sustainable Development
（持続可能な開発のための教育）
SDGs達成や人づくり・地域づくり・ネットワーク
づくりのための教育です。

ESDとは
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EPO中部が
目指す地域づくり

SDGsを実践する地域

持続可能であること

中部地方ESD活動
支援センターが
目指す人づくり

SDGsに取り組む
ミッションドリブン
の企業が増える

SDGsを学んだ
若者や地域住民
が増える

住み続けたいと
思う暮らし方を
地域の皆で考える

地域を知る／地域
に誇りをもつ学び
を展開する

地域の伝導者、担い手
となる人材を育てる、
実践の場をつくる

ローカルSDGsを
実践する／地域を活かす

仕組みをつくる

独自ツール
｢SDGsチェック
リスト｣の活用

脱炭素･気候変動教育
意識・行動変容の種を植える

地域社会へのESD実装
SDGsキーコンピテンシー、社会・
情動的知性の獲得を目標とした教育

協働 企業
ローカル
SDGs
 SH※

働き手

住民

自治体

学校

NPO等

ローカル
SDGs
 SH※

多様な関係者
（ステークホルダー）
の協働が重要

様々なことが複雑に
関連し合う地域の
要素の抽出

地域課題の
同時解決

独自ツール｢活動見
える化プログラム｣

の活用

なりたい地域の未来像
（＝ローカルSDGs）を
ステークホルダーで

考える

脱炭素社会
構築に向けた取組

地域循環共生圏
構築に向けた取組

成り立つ（ナリワイ
やシステムにな
り得る）ものにする

地域の中の様々な要素

地域経済
の課題
地域経済
の課題

地域の
社会課題
地域の
社会課題

地域の
環境問題
地域の
環境問題
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SHのつながり

地域
資源

地域
資源

地域
資源

地域の経済活動、
暮らしや文化が
成り立つこと

地域資源、自然
資源を守りながら
活用すること

地域の環境が
保たれること

地域の要素のつながり

経済

社会

環境

地域の産業
生産者・事業者
商店街 など

暮らし、
伝統文化
防災 など

森・里・川・海
自然生態系
など

※SH:ステークホルダー
       （関係者）

持続可能な地域づくりにEPO中部／中部地方ESD活動支援センターをご活用ください。

SDGs、地域循環共生圏、協働、ESD、環境教育、人づくり、人材育成などの相談・照会、
情報収集、広報協力を行っています。お気軽にご連絡、ご来館ください。

◆相談したい、紹介してほしい
環境、ESD（教育）、SDGs（ローカルSDGs）、地域循環共生圏
づくりなどに関わる相談・照会を受け付けています。

◆情報が知りたい、収集したい
施設内の配架コーナーに多種多様な資料があります。自由に
お持ち帰りください。

◆ミーティング・スペースが利用できます
施設内のフリースペースをミーティングや資料閲覧にご利用いた
だけます。（※ご利用の重複を避けるため、事前に連絡願います。）

◆広報したい、ＰＲしてほしい
ウェブサイトやメルマガなどで、イベントや募集告知、助成金情
報などの情報発信を行っています。皆さんが広報したい情報や
チラシなども随時、受け付けています。

こんな時はEPOへ

アフター・コロナ、地域循環共生圏づくり・SDGs活用が
進みつつある中部エリアにおいてー

新フェーズに対応し、地域が必要とする協働・ESD・SDGsの
実装・実践のための支援と、誰も取り残されないターゲット
設定、EPO機能強化の関係構築に取り組みます。

❶【個別対応】必要な支援を細やかに汲み上げ、EPO中部独自ツール
を活用して、個別の事例に対応した支援を展開します。
❷【汎用化】これまでの支援内容を整理し、地域循環共生圏とSDGs
推進のためのプログラム化とその実装・実践に取り組みます。

EPO中部／中部地方ESD
活動支援センターの

第６期（2021年度～2023年度）の目標

地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援にあたり、細やか
な個別対応と、他の取組支援等への汎用化を行います。

方針１・２の支援や多様なステークホルダーの巻き込みにおい
て、次の３つのEPO機能強化に取り組みます。

イ資金調達に関わる主体（特に金融機関や経済団体等）との関係構築
ロ地域実践者であるEPO中部・協働コーディネーターとの関係強化
と新たなネットワークづくり
ハ取り残されがちと指摘される中小の事業者・自治体等をターゲット
設定した支援のあり方検討

SDGs推進・活用で今後重要となる｢目標設定｣と｢評価｣につい
て、EPO中部独自ツールや外部団体のSDGs指標ツールを活
用するなどして、地域SDGs評価機能の構築に取り組みます。
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１

方針
２
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活動見える化プログラム

SDGsチェックリスト

EPO中部独自ツール

第６期にも新たな独自ツールを構築・公開します。
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